
会 議 録

会 議 の 名 称 第 2回 和光市廃棄物減量等推進審議会

開 催 日 時 令和 3年 11 月 18 日（木）14時 00 分～

開 催 場 所 和光市役所 5階 503 会議室

出 席 者

【事務局】

末永環境課長、広瀬統括主査、安藤主事

【１号委員】

一ノ瀬 大輔（立教大学 経済学部 経済政策学科 准教授）

野平 佳紀 （埼玉県西部環境管理事務所 担当部長）

芳野 雅廣 （埼玉県地球温暖化対策西部地域協議会

連絡会 副会長）

【２号委員】

志村 浩明 （朝霞地区四市廃棄物処理協会 会長）

冨澤 勝 （和光市自治会連合会 事務局長）

萩原 三枝子（和光市くらしの会)

森 凡枝 （和光市美化推進委員）

【３号委員】

小林 貴博 （市民公募)

欠 席 者

【２号委員】

西山 博敏 （和光市商工会）

【３号委員】

東海林 朝子（市民公募)

会 議 内 容

（１）第５次計画の進捗状況の評価及び課題の抽出・整理

（２）現行計画策定後の社会情勢の変化と広域化の状況

（３）アンケート調査について

（４）今後の審議会の予定について

（５）その他



会 議 資 料

資料１ 第５次計画の進捗状況の評価及び課題の抽出･整理

資料２ 現行計画策定後の社会情勢の変化と広域化の状況

資料３ ごみ減量・リサイクルに関するアンケート調査票

資料４ アンケート（案）に関する意見及び事務局回答

資料５ 令和４年度廃棄物減量等推進審議会スケジュール

会 議 録

の

作 成 の 方 針

□ 電磁的記録から文書に書き起こした全文記録

□ 電磁的記録から文書に書き起こした要点記録

■ 要点記録

□ 電磁的記録での保管（保存年限 年）

電磁的記録から文書に書き起こした

場合の当該電磁的記録の保存期間

■ 会議録の確認後消去

□ 会議録の確認後 か月

会議録の確認方法：会長決裁

そ の 他 の

必 要 事 項

傍聴人 なし

審 議 内 容 （ 発 言 者 、 発 言 内 容 、 審 議 経 過 、 結 論 等 ）

【開会】

（事務局挨拶：末永課長）

【自己紹介】

【本議会の運営について】

（事務局説明：広瀬）

・条例第６条で、委員の過半数以上が出席できなければ会議を開くことができない

が、本日西山委員、東海林委員を除く８名の委員が出席しており、会議は成立し

ている。

【傍聴希望者の入室】

・０名

【議題（１）（２）】

議題（１）第５次計画の進捗状況の評価及び課題の抽出・整理

（事務局説明：安藤）

議題（２）現行計画策定後の社会情勢の変化と広域化の状況

（事務局説明：安藤）



（冨澤委員）

家庭系ごみと事業系ごみの目標値についてはいつの時点か。

（事務局）

現行計画が令和４年度、広域化基本構想が令和 10 年度を目標年次としている。

（冨澤委員）

国及び県の家庭系ごみの目標値が 440g/人・日であるが、どのような施策で減量

していくことを想定しているか。

（事務局）

次年度以降の審議会において検討いただきたい。事務局としては、生ごみの水切

りや事業系ごみの検査等を想定している。生ごみの水分は従前 50％であったが近

年は 37％に減量されており、さらなる啓発を推進していきたい。

（冨澤委員）

雨天時の収集車への雨水流入対策も検討したほうがよい。

（冨澤委員）

市民の協力なくしては難しいため、計画の説明会等の実施も有効ではないか。

（事務局）

説明会制度はあるが、令和元～２年度は年間１回ずつしか開催できていない状況

にある。

（冨澤委員）

ホームページや広報での周知も有効ではないか。

（志村委員）

収集車については、ごみ袋やレジ袋で排出されているため、ごみに雨水が含まれ

ることはないと思う。また、表面水等はごみピットから排水する仕組みとなってい

る。さらに、ステーションの数が多いため、収集車のゲートを開けたまま運転しな

いと時間内での収集が間に合わないという現状もあり、収集車に雨水が流入しない

ように改善することは難しい。

【議題（３）】 アンケート調査について

（事務局説明：広瀬）

（野平委員）

現行計画策定時にも同様の調査を実施したのか。

（事務局）

現行計画策定時も同様に実施しているが、今回は市民の対象者数を 1,000 人増やし

て実施する。



（野平委員）

現行計画策定時の回収率はどの程度であったか。

（事務局）

39％程度であった。

【議題（４）】 今後の審議会について

（事務局説明：広瀬）

意見なし

【議題（５）】 その他

（事務局説明：広瀬）

意見なし

【閉会】


